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研究成果の概要（和文）：覚醒時ブラキシズム（AB）を評価するパラメータを検討するため，筋電計と生態学的
瞬間評価（EMA）を同時に記録し，ABにおける筋電図の特徴を検討した．ブラキシズム（BR）群50名とコントロ
ール（CO）群50名に対し，日中5時間の測定を行った．EMAと筋電図波形より感度と特異度を算出し，受信者動作
特性（ROC）曲線を求めた．最大咬みしめ時の筋活動量（MVC）を100 %とし，相対値で評価した．BR群とCO群を
識別できるカットオフ値を求めた結果，20%MVC持続時間 1 s以上のイベントでROC曲線下面積 0.77，カットオフ
値が 3.2 回/hであり，ABのスクリーニング判定基準候補と考えられた

研究成果の概要（英文）：To find the suitable parameter for awake bruxism determination, the 
masticatory muscle EMG activity during awake time together with the ecological momentary assessment 
(EMA) of the bruxism event were recorded simultaneously in the bruxism (BR) group (n=50) and the 
control (CO) group (n=50).
 The receiver operating characteristic (ROC) curve was obtained. The maximum voluntary contraction 
(MVC) at the time of maximum bite force was set as 100 %, and the muscle activity was evaluated as a
 relative value. The assessed parameter combined the EMG and the EMA allowed to obtain the cut-off 
point that enabled to distinguish the BR group and the CO group. As a result, the area under the ROC
 curve was 0.77 and the cut-off point was 3.2 events / h under the EMG of 20% MVC with duration of 
1s or longer.

研究分野： 歯科補綴学

キーワード： 覚醒時ブラキシズム　生態学的瞬間評価　筋電図　カットオフ値　ROC曲線

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日中に生じる覚醒時ブラキシズム（AB）による顎関節症，筋疲労等による弊害が知られているが，検査法や評価
基準など多くの面で未だコンセンサスを得られるには至っていない．筋電図単独による評価では，食事や会話な
どの機能運動時の波形も含まれることから，機能運動の影響を受けにくくかつ検出力の高い評価基準を検証する
ことを目的とした．本研究は生態学的瞬間評価との同時記録を行った初めての報告であり，ABの検査に有効なパ
ラメータが得られたことから，筋電図バイオフィードバックによる治療や予防に貢献できるデータを提供できた
と考える．ストレス社会におけるマネージメントへの応用も期待できる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ブラキシズムは疾病ではなく咀嚼筋筋活動における現象であるため誰にでも起こり得る．し

かし，習癖となると様々な為害作用がもたらされ，顎関節症，歯の咬耗，亀裂，破折，補綴装置

の脱落や破壊，歯周疾患の進行助長，インプラント上部構造の破壊につながることが知られてお

り，歯科臨床において大きな問題となっている． 

ブラキシズムは，覚醒時ブラキシズム（AB: awake bruxism）と睡眠時ブラキシズム（SB: sleep 

bruxism）に分類されている．しかし，AB では検査方法，検査値の評価基準，診断，治療効果の

評価など多くの面で未だコンセンサスを得られるには至っていない．  

従来，ブラキシズムの評価には本人からの自己申告が利用されてきた．しかし，この方法では

自身で記憶を思い起こして状態を確認するため信頼性に欠ける．また，歯の咬耗は過去のブラキ

シズム習癖や摂食嚥下行動の結果生じている可能性があり評価としては問題が残る． 

これらに対する解決法のひとつに生態学的瞬間評価（EMA: ecological momentary assessment）

がある．EMA は日常生活下で，その瞬間に現象を記録・評価し，時間をあけた記憶によるバイア

スを避けることにより妥当性を担保する方法とされており．スマートフォンの普及とともに実

用性が高い評価方法であるが，ブラキシズム現象に伴う筋活動量の情報を記録したものではな

い．客観的評価方法である，筋電図検査は測定のための装置や施設を必要とすることに加え，本

人の行動制限など様々な制約を伴うという問題点がある．さらに，筋電計単独では波形出現時に

実際に本人がブラキシズムを行っていたかを検証することが難しい．このような問題点を解決

し，ブラキシズムの客観的評価基準を設定し，重症度の評価ならびに治療効果判定基準方法の設

定が必要である． 

 
２．研究の目的 
SB ではポリソムノグラムの診断基準カットオフ値が提案され，現在も広く活用されている．

一方，AB では筋電図，EMA が評価に有用であるとされているが，いずれも単独のパラメータによ

る評価であり，診断基準値を定めるには至っていない．そこで，本研究では筋電計により覚醒時

の咀嚼筋筋活動を記録するとともにブラキシズム現象の EMA を同時に記録し，両データを照合

し，両者を同時にパラメータとして評価することによるカットオフ値を提案することが本研究

の目的である． 

 
３．研究の方法 
1）被験者 

研究の趣旨を説明のうえ同意書に署名を受けた 104 名を被験者とした．本研究は明海大学歯

学部倫理委員会の承認を得ている(11000689-A1720)．包含基準，除外基準はこれまで報告した内

容に準じた． 

2）測定装置 

①EMA 記録装置 

 AB の自覚の有無の記録には記録専用となるアプリケーション（a Time Logger）を搭載した

小型タブレット端末（iPod touch，apple, CA, USA）を用いた．5時間の測定中 15 回ランダム

な間隔でアラームが発生するように設定し，アラーム発生時点における AB の認識をタブレット

画面上のアイコンタップにより記録した． 

②筋電計 

 筋電図記録にはデータログ式ワイヤレス筋電計（ウェアラブル筋電計，ジーシー，東京）を



用いた．最大咬みしめ時の筋活動量を 100 %とし，相対値（%MVC: maximum voluntary 

contraction）で評価した．また，10 %MVC，20 %MVC にて持続時間 1s，2s，3s を超えた筋電図

波形をそれぞれの閾値におけるイベントとして評価した．EMA 記録時刻前 10s を筋電図波形上

で確認し AB 自覚時の波形のみイベントとしてカウントした．また，カットオフ値を求める検証

の際には，被験者に依頼した行動記録表より飲食および会話，AB 自覚時以外の EMA 記録時波形

を除外し総解析時間から 1時間あたりのイベント数を算出して解析した． 

4）解析方法 

被験者のうち筋電計が脱離し筋電図記録でアーチファクトが多かった 2名，EMA で 15 回すべ

てに Functional を記録した 2名の計 4 名を解析対象から除外し，100 名（男性 50 名，女性 50

名，平均年齢 31.2 ± 12.7 歳）を解析対象とした． 

①解析 1: BR 群と CO 群の再分類 

AB 習癖者と健常者の比較に適したグループ分けの検証を行った．まず，臨床所見を基に BR

群と CO 群に分けた．しかし，この判定では probable bruxism であるため正確性に欠ける可能

性がある．そこで，definite bruxism の評価を加味して再分類を試みた．EMA における AB の自

覚回数を基に判別分析を行いグループ分けに適した EMA の回数を求めた．なお，Clench++，

Clench+を AB の自覚状態として評価した．  

②解析 2: カットオフ値の設定 

AB 習癖者の評価基準となる筋電図イベント数カットオフ値の検証を行った．総解析時間にお

ける筋電図記録 1時間あたりの筋活動量と筋活動持続時間を組合せたパラメータを EMA の結果

と組合せ，BR 群と CO 群を識別するカットオフ値を求めた． 

③解析 3: definite bruxism の検証 

解析 2 において得られたカットオフ値を利用して全体の BR 群と CO 群に反映しクロス集計表

にて definite bruxism の妥当性を検証した．判別分析ではフィッシャーの線形判別関数を拡張

した正準判別の手法を用いた．利用できる変数を確認し，得られた判別関数より判別的中率を

求めた．カットオフ値を求めるにあたり感度と特異度を算出し，受信者動作特性（ROC: 

receiver operating characteristic）曲線を利用した．独立性の検定にはχ²検定を用いて評

価した．統計処理には統計解析ソフト BellCurve for Excel Ver.3.00（Social Survey 

Research Information Co., Ltd.，東京）を使用した． 

 

４．研究成果 

これまで，AB の評価が確立されていなかったことから，筋電図や EMA が definite bruxism の

評価方法として認められていながら，臨床の場では舌・頰の圧痕，歯の咬耗などの臨床所見を基

にした probable bruxism がゴールドスタンダードとされてきた．即ち，definite な評価を検証

する際のゴールドスタンダードが probable であるという矛盾を許容してきたことになる．その

ため，評価の信頼性に矛盾を孕んでいる可能性がある．そこで本研究では筋電図による AB 評価

基準となるパラメータ設定の根拠を提示することを目的として，筋電図と EMA を組み合わせる

ことにより評価基準設定を試みた， 

判別分析の結果より EMA における AB の自覚が 4回以上で解析する妥当性が確認できた．この

条件を満たした被検者のデータを解析し，筋活動量と筋活動持続時間を組合せたパラメータを

EMA の結果と組合せ，BR 群と CO 群を識別できるカットオフ値を求めた．得られた結果では，

20 %MVC- 1 s で特異度が最も高く，20 %MVC- 2 s で感度が最も高かった．そこで，20 %MVC- 1.5 

s について再度分析を行ったところ，ROC 曲線の AUC が 0.77（95 %CI: 0.63-0.91）, カットオ



フ値が 1.85 回/h（オッズ比 7.31, 感度 0.69, 特異度 0.76）と，20 %MVC- 1 s とほぼ同じ結果

であった．また，20 %MVC- 2 s のイベント設定で得られたカットオフ値が 1 回/h に満たなかっ

たことから，スクリーニングのカットオフ値に設定することは現実的ではない．そのため，

20 %MVC- 1 s をイベント検出の閾値と設定することが最適であると考えられた．20%MVC の筋活

動量が 1s 以上の持続時間を記録した場合のイベントの場合，ROC 曲線下面積 0.77，カットオフ

値が 3.2 回/hであった．この値がABのスクリーニング判定基準候に適していると考えられる．

20 %MVC- 1 s の筋電図波形を用いてイベント数をカウントする方法はこれまでの当分野で報告

してきた研究でも用いられており．今回の結果は，先行研究で用いた閾値を支持するものでもあ

る．20 %MVC- 1 s より筋活動量が大きく持続時間が長い値をカットオフ値とした場合，特異度

は上がるが感度が低下し，ブラキシズムイベントを見逃す可能性がある．個々の被験者のデータ

を見ると，筋活動量，筋活動持続時間にはある範囲をもってばらつきがあることから，今回設定

したカットオフ値はスクリーニング検査として用いるべきであり，個々の判定に対しては慎重

に判断する必要がある．臨床現場では本人からの自己申告および臨床所見にてブラキシズムが

評価されることが多い．しかし，機器的評価に基づく definite bruxism の方が評価の信頼性は

高いとされる．本結果において probable bruxism と definite bruxism の関連が認められたこ

とから，probable bruxism にある程度の信頼性があることが示唆された．しかし，probable 

bruxism で BR と判定されたが definite bruxism で CO と判定された者が 64 人中 30 人，同様に

probable bruxism で CO と判定されたが definite bruxism で BR と判定された者が 36 人中 11 人

いる．そのため，probable bruxism では見逃しが起き得るのも事実である．definite bruxism

における評価法がより臨床で応用されるためには検査法の更なる簡便化が求められる．一方で，

スクリーニングとしての精度やその限界を検証することも必要である． 
本研究は EMA と筋電図を組合せて評価した初めての報告であり，本結果から EMA と筋電図を

組合せた評価の有効性が示唆された．これらの成果は，歯科臨床上の課題の一つであるブラキ

シズムの評価，特に覚醒時ブラキシズムの診断基準設定，ブラキシズムマネージメント効果の

評価基準へと発展させることが期待できるものと考える． 
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